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一

　
明
治
二
〇
年
代
は
、
近
代
児
童
文
学
の
出
発
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
時

期
の
出
版
状
況
を
概
観
す
れ
ば
、
単
行
本
と
し
て
は
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
に
博

文
館
が
巖
谷
小
波
『
こ
が
ね
丸
』
を
は
じ
め
と
す
る
「
少
年
文
学
叢
書
」
の
刊
行
を
開

始
、
雑
誌
で
は
八
八
（
同
二
一
）
年
の
『
少
年
園
』
を
皮
切
り
と
し
て
、
八
九
（
同
二

二
）
年
に
『
日
本
之
少
年
』
　
（
博
文
館
）
と
『
小
国
民
』
　
（
学
齢
館
）
、
九
〇
（
同
二

三
）
年
に
『
少
年
文
武
』
　
（
張
弛
館
）
、
九
一
（
明
治
二
四
）
年
に
『
尋
常
小
学
幼

年
雑
誌
』
　
（
博
文
館
）
が
相
次
い
で
創
刊
さ
れ
て
い
る
。
単
行
本
と
雑
誌
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
況
は
、
巖
谷
小
波
を
主
筆
に
迎
え
て
九
五
（
同
二
八
）
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
少
年

世
界
』
（
博
文
館
）
の
頃
か
ら
、
は
っ
き
り
と
し
た
一
つ
の
流
れ
を
形
成
す
る
に
至
り
、

小
波
は
明
治
児
童
文
学
の
代
表
的
な
書
き
手
と
し
て
そ
の
地
位
を
確
立
し
て
い
く
。

　
小
波
の
登
場
前
後
に
あ
た
る
明
治
二
〇
年
代
の
児
童
文
学
は
、
ど
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン

ル
の
幅
や
揺
れ
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
『
こ
が
ね
丸
』
　
（
博
文
館
、
明

酒
　
井
　
晶
　
代

治
二
四
年
一
月
）
で
は
、
児
童
向
き
の
読
物
を
表
わ
す
呼
称
と
し
て
、
小
波
が
「
少
年

文
学
」
、
森
鴎
外
が
「
梶
物
語
」
と
い
う
言
葉
を
そ
れ
ぞ
れ
用
い
て
い
た
（
注
1
）
。

ま
た
鳥
越
信
は
、
明
治
元
年
か
ら
約
二
〇
年
間
を
「
大
人
も
の
と
子
ど
も
も
の
」
　
「
創

作
と
翻
訳
・
翻
案
、
創
作
と
科
学
読
み
物
・
知
識
読
み
物
、
創
作
と
人
生
論
・
修
身
謹
、

創
作
と
民
話
」
な
ど
の
境
界
線
が
曖
昧
な
「
カ
オ
ス
状
態
」
の
時
期
と
位
置
づ
け
て
い

る
（
注
2
）
。
草
創
期
か
ら
本
格
的
な
出
発
期
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
の
時
期
の

児
童
文
学
は
、
幼
少
年
読
者
に
ふ
さ
わ
し
い
読
み
物
と
し
て
何
を
選
択
し
、
何
を
退
け

た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
な
か
で
小
説
や
物
語
は
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
た
の

だ
ろ
う
か
。

　
流
動
的
な
こ
の
時
期
の
動
向
を
見
通
す
こ
と
は
、
容
易
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
、
検
討
の
対
象
を
雑
誌
に
絞
る
こ
と
と
し
、
総
合
誌
的
な
編
集
万
針
を
採
用

し
た
幼
少
年
雑
誌
の
先
駆
と
さ
れ
る
『
少
年
園
』
の
創
刊
（
明
治
二
一
年
）
か
ら
、
よ

り
娯
楽
性
を
重
ん
じ
た
『
少
年
世
界
』
の
登
場
（
明
治
二
八
年
）
ま
で
ー
ち
よ
う
ど
両
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誌
創
刊
の
中
間
に
、
巖
谷
小
波
『
こ
が
ね
丸
』
の
出
版
（
明
治
二
四
年
）
が
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
ー
を
考
察
の
期
間
と
し
て
、
誌
面
構
成
と
、
小
説
・
物
語
を
中
心
と
し
た
記

事
内
容
の
検
討
か
ら
、
　
「
児
童
文
学
」
が
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
く
過
程
を

追
っ
て
み
た
い
。

　
な
お
、
明
治
二
〇
年
代
に
は
、
東
京
以
外
の
地
域
で
も
幼
少
年
雑
誌
が
相
次
い
で
誕

生
し
て
い
る
。
　
『
東
北
之
少
年
』
　
（
宮
城
／
東
北
之
少
年
社
、
明
治
二
六
年
創
刊
）
、

『
少
年
文
学
新
誌
』
　
（
長
野
／
雲
友
舎
、
明
治
二
四
年
創
刊
）
、
　
『
益
友
』
　
（
愛
知
／

三
友
会
、
明
治
二
一
二
年
創
刊
）
、
　
『
つ
ぼ
み
』
　
（
兵
庫
／
つ
ぼ
み
雑
誌
社
、
明
治
二
四

年
創
刊
）
、
『
わ
ら
ん
べ
』
　
（
岡
山
／
同
胞
社
、
明
治
二
一
二
年
創
刊
）
、
『
学
の
ひ
ま
』

（
愛
媛
／
学
暇
会
、
明
治
二
四
年
創
刊
）
な
ど
は
そ
の
一
部
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
多

く
は
読
物
を
中
心
と
し
た
総
合
誌
的
な
編
集
方
針
を
採
用
し
、
小
説
や
物
語
を
掲
載
し

て
い
る
例
が
多
数
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
地
方
雑
誌
も
視
野
に
収
め
な
が
ら
、
創
刊
号

を
中
心
に
明
治
二
〇
年
代
の
状
況
を
跡
づ
け
た
い
。

　
　
　
　
　
　
二

　
（
図
版
一
）
は
、
明
治
二
〇
年
代
の
幼
少
年
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
の
一
例
で
あ

る
。
　
『
を
し
へ
』
と
『
小
学
生
徒
之
友
』
は
、
前
者
が
岡
山
、
後
者
が
神
奈
川
で
そ
れ

ぞ
れ
同
時
期
に
発
行
さ
れ
て
い
た
類
似
誌
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
情
報
交
換
の
目
的
を
兼

ね
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
雑
誌
間
で
互
い
の
広
告
を
掲
載
し
あ
う
例
は
こ
の
時
代
に
頻

繁
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
も
そ
の
　
例
と
言
っ
て
よ
い
。
限
定
さ
れ
た
ス
ペ
ー
ス

の
広
告
と
い
う
点
に
考
慮
す
る
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
具
体
的
な
著
者
や
作
品
名
が

二

登
場
し
な
い
こ
と
、
そ
の
代
わ
り
に
「
を
し
へ
」
　
「
学
術
」
　
「
雑
録
」
　
「
余
興
」
　
「
小

説
」
　
「
文
章
」
　
（
以
上
『
を
し
へ
』
誌
）
、
　
「
学
芸
」
　
「
雑
録
」
　
「
笑
話
」
　
「
考
物
」

（
以
上
『
小
学
生
徒
之
友
』
誌
）
の
ご
と
く
、
記
事
の
種
類
や
誌
面
構
成
を
宣
伝
し
て

い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
雑
誌
は
そ
れ
ぞ
れ
の
編
集
方
針
に
合
わ
せ
て
誌
面
構
成
に

工
夫
を
こ
ら
し
、
誌
面
構
成
は
そ
の
ま
ま
、
雑
誌
の
個
性
や
特
徴
の
表
現
で
も
あ
っ
た
。

（
図
版
一
）
雑
誌
広
告
の
例
（
『
健
児
』
第
二
号
、
明
治
二
六
年
一
月
）
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改
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（表一）明治21年～28年の幼少年雑誌・創刊号の誌面構成（＊は作成者の注記）
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．
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潔
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朴
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峠
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；
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旅
馴
細

似
∈
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田
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汀
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仲
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．
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懲
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⊃
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．
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∋
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（
表
一
）
は
、
　
『
少
年
園
』
か
ら
『
少
年
世
界
』
ま
で
、
す
な
わ
ち
明
治
二
一
年
一

一
月
か
ら
二
八
年
一
月
の
間
に
創
刊
さ
れ
た
幼
少
年
雑
誌
の
う
ち
、
創
刊
号
が
確
認
で

き
た
も
の
の
誌
面
構
成
を
創
刊
順
に
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
（
注
3
）
。
物
語
あ
る
い

は
小
説
的
な
作
品
の
掲
載
が
見
ら
れ
る
欄
を
、
網
が
け
で
表
示
し
た
。
後
述
す
る
よ
う

に
、
こ
の
時
期
の
雑
誌
は
「
誌
面
改
良
」
と
称
し
て
し
ば
し
ば
誌
面
構
成
や
欄
名
に
手

直
し
を
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
創
刊
号
の
み
で
雑
誌
全
体
の
特
徴
を
見
通
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
、
当
時
に
お
け
る
物
語
や
小
説
（
以
下
、
本
稿
で
は
便
宜
上
「
文
学

的
読
物
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
）
の
位
置
づ
け
は
あ
る
程
度
伺
え
る
で
あ
ろ
う
と
考
え

た
。
以
下
、
そ
の
特
徴
を
順
に
指
摘
し
た
い
。

　
第
一
に
、
掲
載
の
位
置
に
着
目
し
た
時
、
文
学
的
読
物
は
雑
誌
の
中
心
で
は
な
く
、

周
辺
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
大
部
分
の
雑
誌
で
巻
頭
に
置
か

れ
る
の
は
、
論
説
で
あ
る
（
注
4
）
。
こ
の
論
説
欄
に
続
き
、
例
え
ば
「
学
術
」
　
「
学

園
」
　
「
学
林
」
と
い
っ
た
欄
名
で
学
習
的
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
後
に
小
説
あ
る

い
は
物
語
が
置
か
れ
る
、
と
い
う
よ
う
な
構
成
が
一
般
的
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
な
か
に

は
『
少
年
文
武
』
の
「
附
録
」
の
よ
う
に
、
常
設
欄
で
は
な
い
、
い
わ
ば
本
体
の
外
側

に
小
説
を
収
録
す
る
例
も
あ
る
。
む
ろ
ん
、
文
学
的
読
物
を
一
切
掲
載
し
な
い
雑
誌
の

存
在
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
す
で
に
多
数
の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
明
治
二
〇
年

代
の
雑
誌
が
持
つ
啓
蒙
的
な
性
格
が
こ
こ
に
も
顕
著
に
現
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ

し
て
、
　
「
お
な
ぐ
さ
み
」
と
称
し
た
欄
に
文
学
的
読
物
を
置
い
た
『
幼
学
生
』
　
（
東
京

堂
、
明
治
二
六
年
）
な
ど
は
そ
の
典
型
と
言
え
る
だ
ろ
う
が
、
学
習
的
な
記
事
や
実
用

四

的
な
記
事
が
優
位
を
占
め
る
な
か
で
、
文
学
的
読
物
は
副
次
的
な
扱
い
方
を
さ
れ
る
例

が
目
立
つ
。
こ
の
点
で
、
創
刊
時
か
ら
「
小
説
」
「
史
伝
」
と
い
っ
た
欄
を
持
ち
、
以
後
、

号
数
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
さ
ら
に
文
学
的
読
物
を
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
『
少
年
世
界
』

（
博
文
館
、
明
治
二
八
年
）
の
編
集
は
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
斬
新
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
第
二
に
は
、
文
学
的
読
物
を
収
録
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
専
用
欄
を
持
た
な

い
例
が
多
く
、
収
録
さ
れ
る
場
所
が
固
定
し
な
い
点
を
挙
げ
た
い
。

　
『
わ
ら
ん
べ
』
（
同
胞
社
、
明
治
二
一
二
年
）
や
『
東
北
之
少
年
』
　
（
東
北
之
少
年
社
、

明
治
二
六
年
）
の
よ
う
に
「
小
説
」
欄
を
設
け
て
い
る
雑
誌
も
皆
無
で
は
な
い
が
、
大

半
の
雑
誌
が
「
専
ら
小
説
を
掲
載
す
る
欄
」
で
は
な
く
、
　
「
小
説
も
掲
載
す
る
欄
」
の

な
か
に
文
学
的
読
物
を
収
録
し
て
い
る
。
　
（
図
版
二
）
に
は
、
こ
の
曖
昧
さ
を
示
す
例

と
し
て
『
尋
常
小
学
幼
年
雑
誌
』
　
（
博
文
館
、
明
治
二
四
年
）
創
刊
号
の
一
部
を
抜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
そ

粋
し
た
。
「
遊
び
の
庭
」
欄
に
は
漣
山
人
の
翻
案
「
虚
誕
く
ら
べ
」
、
°
歴
史
上
の
逸
話
、

感
心
な
子
ど
も
を
描
い
た
物
語
と
い
っ
た
読
物
と
と
も
に
、
考
物
や
遊
戯
法
の
紹
介
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
同
じ
号
の
「
話
し
の
庭
」
欄
に
は
加
藤
清
正
や
ワ
シ
ン
ト

ン
な
ど
偉
人
の
逸
話
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
文
学
的
読
物
が
複
数
の
欄
に
分
散
し
て
い

る
様
子
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
先
述
の
よ
う
に
、
鳥
越
信
は
、
明
治
元
年
か
ら
約
二
〇
年
間
の
児
童
文
学
を
、
の
ち

の
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
が
混
交
し
た
「
カ
オ
ス
状
態
」
と
捉
え
て
い
る
。
鳥
越
が
言

及
し
て
い
る
の
は
専
ら
単
行
本
の
出
版
状
況
で
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
欄
分
け
の
曖
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昧
さ
か
ら
、
少
な
く
と
も
雑
誌
の
場
合
、
明
治
二
〇
年
以
降
も
こ
の
未
分
化
が
継
続
し

て
お
り
、
児
童
文
学
が
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
未
確
立
で
あ
っ
た
状
況
を
推
察
す
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

　
第
三
に
は
、
　
「
小
説
」
と
い
う
呼
称
を
め
ぐ
る
問
題
を
挙
げ
た
い
。

　
（
表
二
）
に
は
、
　
（
図
版
一
）
に
登
場
し
た
雑
誌
『
を
し
へ
』
　
（
教
育
書
房
、
明
治

二
二
年
［
創
刊
年
は
推
定
］
）
の
誌
面
構
成
の
変
遷
を
示
し
た
（
注
5
）
。
　
（
表
こ

と
同
様
、
文
学
的
読
物
が
掲
載
さ
れ
た
欄
を
網
が
け
で
表
示
し
て
あ
る
。
同
誌
は
タ
イ

ト
ル
表
記
や
発
行
所
の
変
更
を
経
て
、
地
方
の
雑
誌
と
し
て
は
か
な
り
長
期
間
に
わ
た

り
発
行
が
続
い
た
雑
誌
で
あ
る
が
、
度
重
な
る
誌
面
改
良
の
過
程
で
「
小
説
」
と
い
う

欄
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
明
治
二
五
年
前
後
の
一
年
ほ
ど
に
過
ぎ
な
い
。
文
学
的
読
物

は
、
「
惨
は
ら
し
」
の
よ
う
な
娯
楽
的
記
事
の
中
に
位
置
つ
い
た
後
、
↓
度
は
「
小
説
」

欄
と
し
て
独
立
し
た
も
の
の
、
再
び
「
雑
録
」
の
よ
う
な
諸
記
事
の
な
か
に
紛
れ
込
ん

で
し
ま
う
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
前
出
の
（
表
一
）
に
お
い
て
も
、
　
「
小
説
」
と
い
う
欄
名
を
掲
げ
た
雑
誌
は
『
日
本

之
少
年
』
　
『
わ
ら
ん
べ
』
　
『
東
北
之
少
年
』
　
『
少
年
世
界
』
の
わ
ず
か
四
誌
の
み
で
あ

っ
た
。
通
時
的
に
も
共
時
的
に
も
、
　
「
小
説
」
と
い
う
呼
称
の
存
在
感
は
決
し
て
強
い

と
は
言
え
な
い
。

　
　
　
　
　
三

各
誌
に
掲
載
さ
れ
た
文
学
的
読
物
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
み
、

主
題
・
モ
チ
ー

フ
・
登
場
人
物
の
設
定
・
文
体
な
ど
の
表
現
も
多
岐

に
わ
た
る
。
だ
が
「
小
説
」
欄
の
掲
載
作
、
あ
る
い

は
作
品
の
表
題
に
「
小
説
」
と
い
う
語
を
含
む
作
品

に
限
定
す
る
と
、
若
干
の
例
外
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、

そ
の
大
半
が
少
年
少
女
の
日
常
生
活
、
と
り
わ
け
学

校
生
活
や
下
宿
生
活
を
描
く
と
い
う
共
通
点
が
見
ら

れ
る
。
や
や
引
用
が
長
く
な
る
が
、
次
に
そ
の
具
体

例
を
挙
げ
た
。

　
小
田
笠
造
は
今
し
も
橋
本
栄
、
桃
山
実
の
両
友

に
音
訪
は
れ
て
甚
く
打
喜
こ
び
満
面
に
笑
を
含
み

て
出
迎
へ
懇
ろ
に
己
が
居
室
へ
招
じ
茶
を
饗
し
菓

子
を
す
㌔
め
主
客
共
に
胸
襟
を
開
き
て
四
方
八
辺

の
談
し
に
時
の
移
る
を
覚
へ
ざ
り
き
…
水
魚
、
莫

逆
、
刎
頸
、
金
蘭
、
断
金
な
ど
の
文
字
は
彼
等
三

人
の
交
際
を
形
容
し
た
る
も
の
な
ら
ん
（
中
略
）

　
時
に
小
田
さ
ん

　
桃
山
が
此
の
一
言
は
鶴
の
＝
戸
、
聞
く
よ
り
小

田
は
素
よ
り
橋
本
さ
へ
雑
談
を
中
止
て
容
を
繕
ろ

　
　
　
　
マ
　
マ

ひ
視
線
を
橋
本
に
注
ぎ
た
る
は
談
如
何
に
と
の
疑

問
を
無
言
の
中
に
表
出
せ
り
。
時
分
は
宜
し
と
桃

五

（表二）　『をしへ』誌面構成の変遷（＊は作成者の注記）

綬総タイトル（号蜘 鮒鳩 鮪所 党梓年鳳日 灘篇嶽鎗箪撫勲緬法癖和猿法綱磁 鯵葎箒聯 瑳麓腐灘 箆灘繕顧 盤毒櫛廊

をしへ（10） 岡山 教育書房 明治22年7月5日 ラ≧

　　　　・・．ぺ◆．●■
�
ｵ
へ
（
1
3
）
　
1

．．．・・，．

ｪ山
．■■■●●●●●●●●●■■■●●●

ｳ育書房
…　　　．　．　・㊨　・　．　．　．　．　．　…　　　．　．　■　■　・■　■　■■

ｾ治22年9月10日 教の庭
直v“L“奇“．v．　‘’‘㎡、．陥‘イ∀♪

wの租　心の鏡　　　　，
…．．…

q恵くらべ
◆　　　　　　…　　　．・・■

高ﾌ艶
・．・…■
ｳの花

・・…

教（31） 岡山 教育書房 明治24年3月1日 をしへ 学術　　　”毛
をしへ（41）・・…　　　　　．s．・・．　　　　　　　　　　　　　■

岡山
教育書房　・◆・

明治25年可月10日 をしへ 鞭　　雑録　懸6 余興 文章 広告 鮒錬
・・・…

ｪ山
　　　．・．．・
ｨ目堂

・●・・…●●■■■
ｾ治25年10月31日

・…

�ｵへ
　　　・・
w術 　・．・

ｶ章
・．．・．・，・，．●

L告
■・・… ・・s■■・●◆

　　　　…�ｵへ（58）
　・・．

ｪ山
…．．．・・●■●●

ｨ目堂 　，・…．w●■ｾ治26年6月15日
．…．．・・…．・

ｳの園
・・@　　　．　　　　◆令　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．．・

?ﾌ珠
■●●●・■●■●■

?ﾌ花
．・．．．．・．・・．

L告
・・◆・●■■■■■■ ．…，．．・
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・

（
図
版
二
）
文
学
的
読
物
の
掲
載
例
（
『
尋
常
小
学
幼
年
雑
誌
』
第
一
巻
第
一
号
、
明
治
二
四
年
一
月
）

　
　
　
．
豪
傑
・
；
…
加
藤
清
正

「
昔
堕
臣
秀
吉
、
朝
鮮
せ
い
ぱ
つ
の
ピ
守
、
加
藤
情
正
の
忙
ち
籠
う
セ
る
蔚
山
城
は
明
の
坦
勢
の
忙
め
、

十
重
二
十
宜
に
定
ら
ま
か
れ
文
A
’
、
清
正
六
口
に
て
士
卒
を
は
げ
ま
し
、
○
大
木
大
石
を
明
堕
に
な
げ
か
け
．

し
め
忙
れ
ば
、
み
な
ち
ハ
λ
￥
に
う
せ
け
’
。
明
琿
な
ほ
¶
乙
う
セ
る
戴
色
な
く
、
ま
セ
く
↓
〈
砲
な

＆’　’　　．・
　　．ひコニコタ　ニ“i　　．もビラこいヂバド

1評㌻魏、

鐵
ち
て
は
駕
よ
う
せ
め
よ
せ
毒
巽
鷲
禰

　
　
　
　
ホ
ヒ
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
な
い
ぐ

エ
び
　
　
に
う

正
の
城
を
似
み
居
う
、
水
上
ま
て
セ
ち
ふ
さ
ぎ
セ
れ

ば
書
謬
蒙
は
・
み
な
崇
も
ぞ
、
鵠
さ
の
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
ゆ

　
　
シ
ロ
　
　
を
エ

忙
め
指
を
落
す
基
の
な
巴
あ
う
て
、
目
¢
あ
て
ら
れ

ぬ
響
う
し
が
・
ひ
膓
戴
羅
磁
の
み
は
、
舛
．

し
も
墾
竃
崇
く
・
ま
ず
く
㌍
墜
苫
、

嘗
羅
・
蔚
山
姦
㎡
ん
ξ
・
蓋
云
糟

し
よ
せ
・
腕
塒
は
城
の
醗
を
ひ
ら
ミ
、
耐
』
い

　
ハ
ち
そ
エ
　
　
　
　
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
ぐ
ふ

で
丙
外
よ
う
攻
め
よ
せ
け
れ
ば
⇒
明
W
も
い
ま
は
忙

ま
’
す
な
ケ
、
み
な
ち
6
く
と
に
げ
う
せ
け
る
．

　
　
　
　
學
者
…
…
．
．
皆
川
洪
園

ロ
　
ぱ
ん
ピ
ん
せ
ゆ
　
　
し
　
ほ
　
ヌ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ほ

洪
固
先
生
、
四
五
豫
の
ピ
琶
よ
ム
’
、
▲
世
を
よ
む
ζ
宅

を
好
み
・
縦
に
懲
せ
ち
れ
て
語
し
た
る
ξ

e（三）（二）tすつ（一）
　　　訟tヱ　ーt’

1←

．

整
t
．
¢
電

漣　　
・

山

人

」
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
　
　
　
　
モ

　
　
　
　
　
（
其
一
）
　
虚
誕
く
ら
・
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
．

卵
る
欝
晃
鴛
顧
が
・
陪
聾
に
婁
卿
芒
た
・
ろ
し
て
穀
欝
麹
轡
謹
鬼
で
、

欝
警
泉
よ
6
ゑ
ら
い
苦
な
い
や
う
な
釦
で
・
響
毒
へ
ぽ
る
鵬
は
、
四
鵠
の
髭
な
監

に
轡
・
ポ
灘
し
編
し
飛
ま
す
・
そ
れ
養
ぴ
悪
脇
て
、
畿
贋
ー
恥
…
ひ
芒
て
、
警
加

欝
の
醸
撫
を
轡
て
や
う
苫
》
と
・
い
ろ
く
r
厨
し
蕪
・
響
示
を
磐
・
あ
畠

彼
の
大
名
が
、
例
の
通
う
馬
車
に
乗
て
出
か
け
る
の
を
見
て
、
自
分
も
共
の
後
か
ち
、
荷
車
の
上
へ
澤
山

秩
を
積
で
、
そ
れ
へ
家
に
飼
て
居
る
六
匹
の
馬
を
愁
ら
す
つ
け
（
そ
の
先
へ
　
馬
丁
を
五
六
人
行
列
さ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
遊
び
の
庭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

≡
五

　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
も
り
な
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
ロ
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
し
　
　
　
　
て
り
に
い

　
　
コ
ル
グ
’
ζ
拡
抜
か
す
に
瓶
ぶ
甲
の
ピ
ー
ル
・
ピ
倣
一
む
法
が
あ
る
な
最
へ
て
頂
載

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
ば
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
リ
か
ヂ
　
　
　
い
ヨ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
く

　
　
　
　
　
　
い
リ
ヒ

　
　
セ
い
り
ぞ
す
ヲ
ヒ

　
　
西
洋
敦
字
一
字
で
之
を
二
に
割
れ
ば
二
字
に
な
5
が
宣
い
つ
て
其
勲
は
一
字
の
聴
よ
ら
少
な
く
な
る

　
　
　
　
　
ロ
ん
　
ピ

字
が
あ
う
升
何
の
字
で
し
や
う

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ニ
き
す
も
ピ
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
じ
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ロ
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん

四
全
じ
く
百
洋
鍬
字
で
之
を
倒
さ
に
ず
れ
ば
勧
よ
う
は
三
つ
多
く
な
る
字
が
あ
う
舛
、
有
で
し
ゃ
う

（　伍）

書華一

全

＝

一⇔
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山
は
温
顔
に
一
層
の
奥
床
し
さ
を
添
へ
て
再
び
口
を
開
き

　
（
桃
）
少
し
貴
君
に
御
尋
申
さ
ね
ば
な
ら
ん
事
が
あ
り
ま
す
。
全
体
貴
君
の
将
来
の

　
御
目
的
は
何
で
す
か
…
…
ト
計
り
申
す
と
何
か
疎
忽
な
様
で
す
が
実
は
今
日
学
校

　
で
修
身
科
の
時
間
に
先
生
か
ら
目
的
の
お
話
を
承
ま
わ
り
ま
し
た
が
、
凡
て
人
は
早

　
く
前
途
の
目
的
を
定
め
て
勉
強
せ
ね
ば
不
可
そ
う
で
す
、
ソ
コ
デ
貴
君
に
…
…
（
小
）

　
ソ
リ
ヤ
御
信
切
に
…
…
私
も
不
肖
な
が
ら
目
的
は
定
め
て
居
ま
す
。
私
の
家
は
代
々

　
百
姓
で
す
が
私
も
之
を
継
で
農
業
に
身
を
入
れ
る
積
り
で
す
即
ち
今
少
し
当
地
で

　
勉
強
し
て
行
末
は
北
海
道
へ
出
掛
け
て
骨
身
を
砕
い
て
開
墾
に
従
事
す
る
目
的
で

　
す
（
中
略
）
大
概
の
書
生
は
実
業
と
い
へ
ば
一
文
の
価
値
も
無
い
様
に
排
斥
て
仕
舞

　
ま
す
が
私
の
考
で
は
実
業
も
満
更
…
…
イ
ヤ
将
来
日
本
は
実
業
の
国
と
し
て
誇
る

　
べ
き
土
地
ぢ
や
と
は
或
る
先
生
か
ら
嘗
て
聞
た
事
が
あ
り
ま
す
…
…
ソ
コ
デ
私
は

　
徹
頭
徹
尾
実
業
を
賛
成
す
る
訳
で
す

（
蜻
洲
居
士
「
教
育
小
説
　
面
白
誌
（
第
四
回
）
」
‖
『
を
し
へ
』
第
＝
二
号
、
明
治

二
二
年
九
月
）

　
恋
と
欲
と
が
世
に
な
く
ば
天
よ
り
稟
け
し
善
良
の
貴
き
性
を
故
ら
に
曲
げ
て
不

良
の
道
に
入
る
愚
か
の
人
の
あ
る
べ
き
や
欲
と
恋
と
に
身
を
婁
し
世
の
成
行
ぞ
憐

れ
な
る
恋
よ
恋
よ
汝
は
我
身
の
儘
な
る
ぞ
欲
よ
欲
よ
汝
は
我
身
の
敵
な
る
ぞ
実
に

憎
む
べ
き
は
こ
ひ
そ
か
し
実
に
恐
る
べ
き
は
欲
ぞ
か
し

　
然
な
き
だ
に
痴
情
の
赤
縄
に
絆
さ
れ
て
憂
に
沈
む
柳
田
は
今
松
山
の
一
言
に
深

く
も
o
D
弓
嬢
を
思
ひ
起
し
調
ぶ
る
書
さ
へ
心
に
つ
か
ず
文
か
く
手
さ
へ
後
や
先
き
写

す
穂
先
は
い
つ
し
か
に
o
。
と
弓
と
の
二
字
と
な
る

　
　
　
　
ふ
な
じ

（
露
の
舎
「
航
路
の
夢
（
第
二
回
）
」
1
1
『
智
恵
の
海
』
第
二
号
、明
治
二
四
年
六
月
）

　
前
者
の
「
教
育
小
説
　
面
白
誌
」
　
（
注
6
）
は
、
小
田
、
橋
本
、
桃
山
の
三
少
年
の

学
校
生
活
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
一
四
歳
の
三
人
は
共
に
幻
燈
会
に
出
か
け
た
り
、

引
用
部
の
よ
う
に
将
来
の
展
望
を
語
り
合
っ
た
り
す
る
。
複
数
の
人
物
を
交
流
さ
せ
て

一
応
は
小
説
の
体
裁
を
整
え
て
い
る
が
、
作
中
で
展
開
す
る
少
年
た
ち
の
や
り
と
り
は

「
修
身
科
の
時
間
」
に
聞
い
た
教
師
の
訓
話
の
再
現
に
過
ぎ
な
い
。
表
題
に
「
教
育
小

説
」
と
銘
打
た
れ
て
い
る
よ
う
に
、
全
編
を
通
し
て
教
育
の
価
値
を
説
い
た
作
品
と
言

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ン
ブ
ス

　
対
す
る
「
航
路
の
夢
」
　
（
注
7
）
は
、
　
「
東
洋
の
閣
龍
」
の
異
名
を
持
つ
柳
田
と

い
う
青
年
の
冒
険
謹
で
あ
る
。
彼
は
ス
ペ
イ
ン
の
領
地
で
あ
る
ル
ソ
ン
島
に
寄
港
し
、

か
つ
て
こ
の
地
の
日
本
人
町
に
居
住
し
た
同
郷
人
に
思
い
を
は
せ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
色
合
い
が
濃
い
作
品
で
あ
る
が
、
出
航
前
の
日
常
生
活
の
場
面
に
は
、
引
用
部
の

よ
う
な
恋
愛
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
登
場
す
る
。
掲
載
誌
で
あ
る
『
智
恵
の
海
』
（
秀
文
館
、

明
治
二
四
年
［
創
刊
年
は
推
定
］
）
に
は
尋
常
小
学
校
や
高
等
小
学
校
生
徒
の
投
稿
作

文
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
他
の
記
事
内
容
か
ら
も
『
を
し
へ
』
と
同
じ
く
、
主
要

読
者
を
幼
年
・
少
年
層
に
置
い
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
幼
少
年

読
者
に
対
す
る
明
ら
か
な
教
化
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
と
、
反
対
に
幼
少
年
読
者
へ

の
意
識
が
見
え
に
く
い
大
人
び
た
恋
愛
小
説
と
が
、
類
似
誌
の
な
か
で
出
現
し
て
い
る

様
子
は
、
そ
の
ま
ま
、
当
時
の
幼
少
年
雑
誌
に
お
け
る
小
説
観
の
揺
れ
や
混
乱
を
端
的

七
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に
物
語
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
（
注
8
）
。

多
様
な
作
品
が
登
場
す
る
一
方
で
、
論
説
や
批
評
の
欄
で
は
小
説
が
ど
の
よ
う
に
論

じ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
（
注
9
）
。
作
品
と
同
様
に
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
確
認
し

た
い
。　

ル
ッ
ケ
ル
ト
少
年
の
読
書
を
誠
め
て
日
く
『
汝
は
猶
ほ
蝿
の
如
く
、
毒
を
も
亦
砂

糖
と
倶
に
舐
る
も
の
な
り
』
と
、
蓋
し
名
言
と
云
ふ
べ
し
。
今
や
我
邦
の
少
年
が
群

が
る
所
の
書
冊
の
砂
糖
は
、
実
に
少
き
に
あ
ら
ず
。
　
（
中
略
）
語
を
換
へ
て
之
れ
を

言
へ
ば
、
甘
き
砂
糖
な
き
に
は
あ
ら
ず
、
然
れ
と
も
蝿
を
殺
す
の
毒
を
混
す
る
も
の

多
き
な
り
。
余
輩
は
少
年
諸
君
が
之
れ
を
舐
る
の
危
険
を
知
る
な
り
、
殊
に
あ
る
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
や
し

類
の
小
説
の
如
き
は
絶
え
て
高
尚
な
る
精
神
な
く
、
清
潔
な
る
感
情
な
く
、
野
卑

み
だ
ら

淫
隈
の
媒
介
た
ら
ず
ば
、
少
年
の
教
育
に
蛇
蜴
視
す
べ
き
軽
薄
と
狡
猜
の
誘
導
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
し
　
の
し
る

も
の
に
て
、
実
に
是
れ
少
年
の
為
め
に
嬰
粟
子
液
に
勝
る
の
毒
た
り
、
思
は
ざ
る
可

か
ら
ず
撰
ま
ざ
る
可
か
ら
ず
。

　
　
（
無
署
名
「
少
年
書
類
に
就
て
」
1
1
『
少
年
園
』
第
九
号
、
明
治
二
二
年
三
月
）

　
夫
レ
良
薬
モ
分
量
ヲ
誤
レ
ハ
毒
薬
ト
変
ス
之
ト
同
シ
ク
凡
テ
事
物
用
テ
非
常
ノ

大
良
結
果
ヲ
収
穫
ス
可
キ
モ
ノ
ハ
一
歩
ヲ
誤
フ
用
法
宜
シ
キ
ヲ
失
ヘ
ハ
非
常
ノ
大

害
ヲ
醸
ス
モ
ノ
ナ
リ
稗
史
小
説
亦
此
ノ
如
ク
利
用
法
宜
シ
キ
ニ
適
ヘ
ハ
非
常
ナ
ル

良
結
果
ヲ
収
穫
ス
ル
其
右
二
出
ル
モ
ノ
ナ
シ
（
中
略
）
思
フ
ニ
稗
史
小
説
二
於
テ
其

八

主
公
ニ
シ
テ
才
徳
兼
備
ノ
人
傑
ナ
ラ
ン
カ
読
者
己
ヲ
之
二
比
セ
ン
ト
ス
ル
憤
発
ス

ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
ナ
リ
其
証
ハ
余
輩
ガ
稗
史
小
説
二
於
テ
英
傑
ト
シ
偉
人
ト
称
ス
ル

モ
ノ
ノ
事
蹟
ヲ
読
ミ
心
自
ラ
此
輩
二
比
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ノ
念
ヲ
生
ズ
ル
ニ
徴
シ
テ

争
フ
可
カ
ラ
サ
ル
ノ
事
実
ナ
レ
ハ
ナ
リ
然
リ
ト
錐
モ
一
利
一
害
ハ
免
レ
サ
ル
所
ニ

シ
テ
善
悪
邪
正
ヲ
弁
セ
サ
ル
童
児
モ
徴
悪
的
ノ
小
説
ヨ
リ
悪
事
ヲ
ナ
ス
ノ
方
法
ヲ

知
ル
至
ル
ヤ
モ
期
ス
可
カ
ラ
ス
故
二
小
説
家
宜
シ
ク
猛
省
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ズ
ト
錐

モ
読
者
亦
須
ク
善
良
ノ
者
ヲ
撰
択
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス

（
錦
水
漁
夫
「
稗
史
小
説
果
シ
テ
有
宝
曇
…
益
ナ
ル
乎
」
‖
『
周
陽
少
年
会
誌
』
第
七

号
、
明
治
二
一
二
年
六
月
）

　
小
説
ヲ
脳
髄
ノ
軟
弱
ナ
ル
無
邪
気
ナ
ル
罪
ナ
キ
天
真
燗
漫
タ
ル
小
学
会
ノ
会
員

杯
二
読
マ
ス
ル
ハ
大
ナ
ル
間
違
ヒ
デ
ハ
御
座
ラ
ヌ
カ
立
志
編
伝
記
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ

コ
ソ
載
ス
ル
可
ケ
レ
何
ヲ
苦
ン
デ
父
母
兄
弟
団
奨
ノ
間
二
読
ム
ヲ
揮
ル
如
キ
淫
隈

ナ
ル
小
車
ヲ
載
セ
テ
人
ノ
子
ヲ
害
ス
ヲ
要
セ
ン
ヤ

　
　
　
　
　
マ
マ

（
幽
明
子
「
都
ノ
小
車
ヲ
読
ム
」
1
1
『
小
学
会
雑
誌
』
第
五
号
、
明
治
二
四
年
二
月
）

　
小
説
読
ム
ベ
キ
乎
、
読
ム
可
ク
シ
テ
読
ム
可
カ
ラ
ザ
ル
也
。
°
然
ラ
バ
如
何
ナ
ル
モ

ノ
ヲ
以
テ
読
ム
ベ
シ
ト
ナ
ス
乎
、
英
雄
豪
傑
ノ
伝
記
ノ
如
キ
之
レ
ナ
リ
。
如
何
ナ
ル

モ
ノ
ヲ
以
テ
読
ム
ベ
カ
ラ
ズ
ト
ナ
ス
乎
、
稗
史
ノ
如
キ
之
レ
ナ
リ
。
　
（
中
略
）
稗
史

ハ
多
ク
淫
隈
二
渉
リ
、
痴
話
二
流
レ
、
読
者
ヲ
シ
テ
飽
カ
シ
メ
ズ
、
厭
ハ
シ
メ
ズ
、

喜
バ
シ
メ
、
笑
ハ
シ
メ
、
泣
カ
シ
メ
、
楽
シ
マ
シ
メ
、
精
神
悦
惚
ト
シ
テ
荘
然
小
説



154　愛知淑徳大学論集一文化創造学部・文化創造研究科篇一　第7号　2007

中
ノ
人
タ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
シ
テ
止
マ
ザ
ル
ニ
至
ル
。
其
及
ボ
ス
所
ノ
害
実
二
云
フ

ベ
カ
ラ
ズ
。
　
（
中
略
）
余
輩
少
年
ハ
勉
メ
テ
稗
史
ノ
類
ヲ
斥
ケ
、
史
伝
小
説
ヲ
読
ミ

テ
、
忠
臣
孝
子
ノ
偉
業
ヲ
欣
慕
シ
、
忍
耐
勤
勉
ノ
志
気
ヲ
発
作
シ
、
元
気
ヲ
養
ヒ
、

智
徳
ヲ
植
へ
、
以
テ
天
下
有
用
ノ
材
ヲ
成
サ
ン
コ
ト
ヲ
。

（
吉
川
兼
吉
「
小
説
二
就
テ
」
1
1
『
少
年
世
界
』
第
二
巻
第
七
号
、
明
治
二
七
年
一

二
月
）
　
（
注
m
）

　
小
説
を
「
毒
」
に
喩
え
た
「
少
年
書
類
に
就
て
」
（
『
少
年
園
』
）
を
筆
頭
と
し
て
、

条
件
付
き
で
容
認
す
る
「
稗
史
小
説
果
シ
テ
有
害
無
益
ナ
ル
乎
」
（
『
周
陽
少
年
会
誌
』
）

や
「
小
説
二
就
テ
」
（
『
少
年
世
界
』
）
も
含
め
、
い
ず
れ
の
論
も
か
な
り
セ
ン
セ
ー
シ

ョ
ナ
ル
な
言
葉
を
用
い
て
、
小
説
の
害
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
「
都

ノ
小
車
ヲ
読
ム
」
　
（
『
小
学
会
雑
誌
』
）
で
は
、
具
体
的
な
作
品
（
「
都
の
小
車
」
）
に

則
っ
た
小
説
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
『
小
学
会
雑
誌
』
の
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
が
揃
わ
な
い
た
め
、
現
時
点
で
は
連
載
中
途
の
確
認
に
と
ど
ま
る
が
、
　
「
都
の

小
車
」
は
、
地
方
か
ら
上
京
し
た
少
年
を
主
人
公
と
し
た
立
身
出
世
謂
の
よ
う
だ
。
連

載
第
一
回
で
は
、
主
人
公
が
同
郷
の
友
人
た
ち
と
上
野
に
遊
び
に
出
か
け
、
娘
に
見
初

め
ら
れ
る
場
面
が
描
か
れ
る
。
娘
は
主
人
公
に
一
目
ぼ
れ
を
し
、
恋
わ
ず
ら
い
で
寝
込

ん
で
し
ま
う
。
　
「
都
ノ
小
車
ヲ
読
ム
」
で
は
、
こ
う
し
た
恋
愛
を
め
ぐ
る
場
面
が
「
淫

隈
」
で
あ
り
『
小
学
会
雑
誌
』
の
読
者
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
厳
し
く
非
難
さ
れ
て

い
る
。

　
引
用
中
に
は
「
少
年
」
「
童
児
」
「
天
真
燗
漫
」
と
い
っ
た
言
葉
が
登
場
し
て
お
り
、

年
若
い
読
者
へ
の
強
い
配
慮
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
常
生
活
に
取
材
し
た
作

品
を
執
筆
し
よ
う
と
し
た
時
、
多
く
の
書
き
手
が
参
照
し
た
の
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
成

人
文
学
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
大
人
向
き
の
小
説
を
模
倣
す
る
よ
う
に
し
て
書
き

は
じ
め
ら
れ
た
作
品
の
中
か
ら
、
次
第
に
恋
愛
の
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
が
顕
在
化
し
、
幼

少
年
読
者
に
ふ
さ
わ
し
い
主
題
や
モ
チ
ー
フ
が
模
索
さ
れ
る
な
か
で
、
　
「
小
説
」
と
い

う
言
葉
は
次
第
に
敬
遠
さ
れ
、
年
長
者
1
1
大
人
を
対
象
と
し
た
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
、
幼

少
年
雑
誌
の
外
側
へ
と
一
度
、
押
し
出
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
大
胆
に
仮
説

を
述
べ
る
と
す
れ
ば
、
明
治
二
〇
年
代
に
、
　
「
大
人
向
け
小
説
」
の
延
長
上
で
、
幼
少

年
の
日
常
生
活
を
描
く
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
萌
芽
し
か
け
た
「
小
説
」
は
、
雑
誌
が
幼
少

年
向
き
に
特
化
し
て
い
く
な
か
で
、
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
定
着
の
場
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
い
ま
ま
、
（
表
二
）
『
を
し
へ
』
の
例
の
よ
う
に
「
雑
録
」
の
よ
う
な
欄
に
埋
没
し
、

見
え
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
四

　
以
上
、
雑
誌
の
誌
面
構
成
と
い
く
つ
か
の
具
体
例
か
ら
、
出
発
期
の
児
童
文
学
の
様

子
を
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
た
時
、
博
文
館
の
仕
事
、
そ
し
て

巖
谷
小
波
と
い
う
書
き
手
の
新
し
さ
や
特
異
性
が
改
め
て
浮
上
す
る
よ
う
に
思
う
。

一
　
此
書
題
し
て
「
少
年
文
学
」
と
云
へ
る
は
、
少
年
用
文
学
と
の
意
味
に
て
、
独
逸

語
の
』
ζ
σ
q
㊦
昌
昔
。
匡
（
甘
く
Φ
巨
Φ
ピ
Φ
吟
豊
ξ
Φ
）
よ
り
来
れ
る
な
れ
ど
、
我
邦
に
適
当
の

熟
語
な
け
れ
ば
、
仮
に
斯
く
は
名
付
け
つ
。
鴎
外
兄
が
所
謂
る
糠
物
語
も
、
同
じ
心
な

九
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る
べ
し
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

一
　
ち
と
手
前
味
噌
に
似
た
れ
ど
、
斯
る
種
の
物
語
現
代
の
文
学
界
に
は
、
先
づ
稀
有

の
も
の
な
る
べ
く
、
威
張
て
云
へ
ば
一
の
新
現
象
な
り
。
さ
れ
ば
大
方
の
詞
友
諸
君
、

縦
令
吾
が
作
の
取
る
に
足
ら
ず
と
も
、
此
後
諸
先
輩
の
続
々
討
て
出
で
賜
ふ
な
れ
ば
、

兎
角
此
の
少
年
文
学
と
云
ふ
も
の
に
就
て
、
充
分
論
ら
ひ
賜
ひ
て
よ
ト
、
是
も
予
め
願

ふ
て
置
く
。

一
詞
友
吾
を
目
し
て
文
壇
の
少
年
家
と
云
ふ
、
そ
は
わ
が
も
の
し
た
る
小
説
の
、
多

く
少
年
を
主
人
公
に
し
た
れ
ば
な
る
べ
し
。
さ
る
に
此
度
又
少
年
文
学
の
前
坐
を
務
む
、

思
へ
ば
争
わ
れ
ぬ
も
の
な
り
か
し
。

　
右
は
、
広
く
知
ら
れ
た
『
こ
が
ね
丸
』
の
「
凡
例
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
小
波
は
幼
少

年
を
読
者
と
し
た
読
物
の
呼
称
と
し
て
「
少
年
文
学
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
（
注

1
1
）
。
管
見
の
限
り
、
明
治
二
四
年
当
時
の
雑
誌
で
、
幼
少
年
向
き
ブ
イ
ク
シ
ョ
ン
を

指
す
言
葉
と
し
て
こ
の
語
を
用
い
た
例
は
見
当
た
ら
な
い
（
注
1
2
）
。
　
「
小
説
」
の
有

害
性
を
憂
え
る
同
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
「
少
年
文
学
」
と
い
う
言
葉
は
、
新
た
な
幼

少
年
向
き
ジ
ャ
ン
ル
の
誕
生
を
告
げ
る
言
葉
と
し
て
、
新
鮮
に
受
け
と
め
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
日
常
生
活
を
描
い
た
「
小
説
」
と
は
異
な
り
、
偉
人
の
生
涯
や
逸
話
を
紹
介
す
る
「
伝

記
」
や
「
歴
史
謹
」
で
も
な
い
。
　
「
小
話
」
に
も
通
じ
る
洒
落
や
地
口
の
面
白
さ
を
持

ち
な
が
ら
、
一
方
で
「
修
身
謹
」
の
よ
う
な
教
訓
性
も
盛
り
込
む
。
　
『
こ
が
ね
丸
』
の

一
〇

内
容
も
ま
た
、
．
「
小
説
」
に
象
徴
さ
れ
る
従
来
の
幼
少
年
向
き
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
否
定

的
な
側
面
を
周
到
に
回
避
し
、
肯
定
的
な
特
徴
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ

た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
文
語
体
の
文
体
や
仇
討
ち
と
い
う
モ
チ
ー
フ
か
ら
前
近
代
性
を

指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
『
こ
が
ね
丸
』
で
あ
る
が
、
位
置
づ
け
が
定
ま
ら
ず
、
い
ま

だ
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
前
景
化
し
て
い
な
か
っ
た
児
童
文
学
を
、
雑
誌
の
中
で
さ
ま
ざ
ま

な
欄
に
拡
散
し
が
ち
で
あ
っ
た
雑
多
な
要
素
を
取
捨
選
択
す
る
形
で
、
ひ
と
ま
ず
は

「
少
年
文
学
」
と
い
う
呼
称
の
も
と
に
顕
在
化
さ
せ
た
と
い
う
点
で
、
　
「
児
童
文
学
」

ジ
ャ
ン
ル
の
誕
生
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
五

　
今
後
の
課
題
は
数
多
い
。
最
後
に
そ
の
い
く
つ
か
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
第
一
に
、
明
治
以
前
の
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
と
の
接
続
と
断
絶
を
検
討
す
る
こ
と
、
第
二

に
は
同
時
代
の
小
説
を
は
じ
め
と
す
る
大
人
向
け
の
文
学
ジ
ャ
ン
ル
と
の
接
続
と
断

絶
を
探
る
こ
と
、
第
三
に
は
雑
誌
以
外
の
読
物
、
と
り
わ
け
同
時
代
の
教
科
書
と
の
比

較
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
こ
の
時
代
に
用
い

ら
れ
た
「
幼
年
」
あ
る
い
は
「
少
年
」
の
語
が
ど
の
よ
う
な
対
象
を
指
す
か
と
い
う
子

ど
も
観
の
問
題
や
、
読
物
と
し
て
の
文
学
と
並
存
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
作
文
の
手
本
や

文
範
と
し
て
の
文
学
と
い
っ
た
文
学
観
を
め
ぐ
る
状
況
も
お
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

　
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
の
研
究
で
あ
る
。
今
後
も
雑
誌
の
検
討
を
中
心
に
据
え
な
が
ら
、

こ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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［
注
］

（
1
）
本
稿
で
は
詳
述
し
な
い
が
、
こ
の
二
・
つ
の
呼
称
も
ま
た
、
同
一
の
も
の
を
指

　
し
示
し
て
い
た
と
は
言
い
が
た
い
。
な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
す
で
に
刊
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
マ

　
直
後
に
同
様
の
指
摘
が
確
認
で
き
る
（
有
髭
稗
児
「
こ
が
ね
ま
る
」
1
1
『
国
民

　
之
友
』
一
〇
七
号
、
明
治
二
四
年
一
月
）
。

（
2
）
鳥
越
信
「
日
本
近
代
児
童
文
学
史
の
起
点
」
（
『
は
じ
め
て
学
ぶ
日
本
児
童
文

　
学
史
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）

（
3
）
表
に
挙
げ
た
雑
誌
は
、
そ
の
多
く
を
、
国
立
国
会
図
書
館
、
東
京
大
学
法
学

　
部
付
属
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
、
大
阪
国
際
児
童
文
学
館
で
調
査
し
た
。
そ
の
他
、

　
各
地
の
公
共
図
書
館
や
個
人
蔵
の
資
料
も
一
部
含
ま
れ
る
。

（
4
）
今
回
検
討
対
象
と
し
た
創
刊
号
の
場
合
は
、
巻
頭
に
「
発
刊
の
辞
」
や
「
祝

　
詞
」
に
相
当
す
る
文
章
が
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
ら
の
欄
も
採
っ

　
た
上
で
（
表
｝
）
を
作
成
し
た
。

（
5
）
『
を
し
へ
』
は
創
刊
号
未
入
手
の
た
め
、
（
表
一
）
に
は
掲
載
で
き
な
か
っ
た
。

（
6
）
現
時
点
で
確
認
で
き
て
い
る
の
は
、
連
載
第
一
回
（
『
を
し
へ
』
第
一
〇
号
、

　
明
治
二
二
年
七
月
）
か
ら
第
五
回
（
第
一
四
号
、
同
年
一
〇
月
）
ま
で
で
あ
る
。

（
7
）
現
時
点
で
確
認
で
き
て
い
る
の
は
、
連
載
第
二
回
（
『
智
恵
の
海
』
第
二
号
、

　
明
治
二
四
年
六
月
）
の
み
で
あ
る
。

（
8
）
幼
少
年
雑
誌
に
お
け
る
「
小
説
」
観
の
揺
れ
や
混
乱
が
う
か
が
え
る
例
と
し

　
て
、
こ
の
ほ
か
、
饗
庭
篁
村
「
紅
葉
」
（
『
少
年
園
』
第
一
号
～
第
八
号
、
明
治

　
二
一
年
一
一
月
～
二
二
年
二
月
）
が
あ
る
。
こ
の
作
品
は
恋
愛
を
扱
っ
た
こ
と

　
が
一
因
と
な
り
、
連
載
が
中
断
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
こ
の
時
期
の
児
童
文
学
評
論
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
向
川
幹
雄
「
明
治
初

　
期
の
児
童
文
学
評
論
」
（
『
言
語
表
現
研
究
』
第
三
号
、
一
九
八
五
年
）
を
参
照

　
の
こ
と
。

（
1
0
）
『
少
年
世
界
』
（
山
口
／
少
年
世
界
社
）
は
、
『
少
年
学
窓
之
友
』
の
改
題
誌

　
で
、
明
治
二
七
年
創
刊
［
推
定
］
。
創
刊
号
未
入
手
の
た
め
、
（
表
一
）
に
は
掲

　
載
で
き
な
か
っ
た
。
博
文
館
の
同
名
雑
誌
と
の
違
い
に
注
意
さ
れ
た
い
。

（
1
1
）
た
だ
し
、
「
少
年
文
学
」
が
小
波
に
よ
る
命
名
か
、
あ
る
い
は
博
文
館
が
叢

　
書
名
と
し
て
考
案
し
た
名
称
か
に
関
し
て
は
、
別
途
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

（
1
2
）
確
認
で
き
た
唯
一
の
例
外
と
し
て
、
同
年
三
月
に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
『
少
年

　
文
学
新
誌
』
（
長
野
／
雲
友
舎
）
が
あ
る
。
こ
の
雑
誌
は
和
歌
や
韻
文
な
ど
の
文

　
章
創
作
を
主
と
し
た
雑
誌
で
あ
り
、
「
読
む
文
学
」
で
は
な
く
「
書
く
文
学
」
と

　
し
て
「
少
年
文
学
」
の
語
を
用
い
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

［
付
記
］

・
本
稿
は
愛
知
淑
徳
大
学
研
究
助
成
（
平
成
一
六
～
｝
七
年
度
「
特
定
課
題
研
究
」
）

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
第
四
四
回
日
本
児
童
文
学
学
会
研
究
大
会
（
二
〇

〇
五
年
一
〇
月
三
〇
日
、
於
同
志
社
大
学
）
で
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
、
．
加
筆
・

訂
正
を
施
し
た
。

・
引
用
部
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
適
宜
改
め
、
ル
ビ
や
圏
点
も
多
く
を
省
略
し
た
。


